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禍福はあざなえるシートのごとし、
浮き沈みのヨットと人生
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戦後開催された、第 1 回国民体育大会のヨット競技は、
柳が崎沖での開催だったそうである。

その国体に絡めて。
1980 年夏、私は大学から始めたヨット部の 3 回生、4

回生が引退し、代替わりしたところ。とにかく、レース
に出たくて直近のレースにエントリー、京都府の国体予
選だった。

ずっと先輩のクルー。インカレ予選が終わり、やっと
ティラーを握り始めたころ。スキッパーの経験はと言え
ば、先輩が練習に参加できない時に、レース練習に参加
する程度。クルーは、唯一の後輩女子部員、春に入った
ばかりでほとんどセーリングしたことのない新入生。

レースには、当時、少ないといえども、男子部員と伍
してセーリングしていた他の大学の女子セイラーたちも
エントリーしていた。

先達の胸を借りるつもりで、見よう見まねで、ついて
いき、なんとかセーリング。順位やポイントも分からず、
終わってみたら「優勝」ということになっていた。

クルーをしてくれた新入部員が一緒に行ってくれると
いうので、何事も経験と国体参加。

「国体セーラー」である

第３５回大会の開催県栃木は、海がないため千葉県・
稲毛にて行われた。海でのセーリングも、遠征も初めて。

そうそう、うまいことが続くはずはない。
長距離の遠征、ほとんど初めての本格的なレースでの

スキッパー、うねりと、強風。あえなく撃沈。レベルの
高いの京都代表の名に、はずかしい汚点を刻む。左から
二人目。控えめに。

そもそもなぜヨット部に入ったのか、
1、「クラブ」というものに入ったことがなかったので、
「スポ根」を体験するのもいいかなぁ。

2、なぜ風上に向かって進めるのかも知らないけど、
「ヨットやっています」というのがかっこ良さそう。

3、他のスポーツは個人でも出来そうだけどヨットは
一人では無理そう。

というのが理由。軽薄、何も考えていない。

無風で練習の風待ちのあいだ、初めてヨットに乗った
のが、柳ヶ崎沖だった。

当時は、関西でも女子セーラーの連盟を立ち上げよう
かという時期で、これまた訳が分からず参加した会合で、
女子セーラーの草分け的女性に声をかけてもらった。印
象的だったのは、

1、苗字の漢字が逆やね。
2、男子部員と対等に扱ってもらっている ?

であった。

入学した年にインカレ全国制覇した大学のヨット部、
噂では、「女子部員は辞めさせられた」とか、レースで
上位の大学の選手のたまたま前を走っていて、マーク回
航をもたもたしてたら、「遊びでやってるんじゃないぞ !」
と、怒鳴られたり。(「えっ、遊びでしょ。」って思いま
したが。)

私の大学では、初の女子部員だったので、先輩たちも
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扱い方が分からず、力仕事も合宿の食事当番も男子部員
と対等に扱われた。

対等どころか、沈をしても先輩に先んじてセンター
ボードに、ちやっかり乗っていた。幸い、( 先輩にとっ
ては、災い ?) であった。先輩に泳がせて、ちゃっかりセ
ンターにつかまる。

卒業後、社会に出てそれまで意識しなかった「ジェン
ダー」「年功序列」の「波」にもまれ、再び、「自由な」セー
リングをしたくなる。

気楽なシングルハンドのレーザーに乗る。良くも悪く
も結果は、自分のせい。性にあっている。
左から、私、奥村さん、マリット、野上さん

最初に参加した全日本選手権に来ていたワールドチャ
ンピオン、スェーデンのマリット・ソ - ダストローム。
転戦しながら、日本に数ヶ月滞在していた。後のソウル
オリンピック 470 級の銀メダリストである。トップセー
ラーでも、レースや異国の文化を楽しんでいた。だから
こそのトップセーラーなのかも。
そんな盛り上がりもあって、レーザー 2 年目で、ス

ウェーデンで開催された世界選手権に参加。クォリファ
イが熾烈なメンズと違って、競技人口の少ないウィメン
ズは、手を上げれば参加できた。

「ワールドセーラー」である。

北欧、白夜。真夏のレースなのにドライスーツ。強者
のワールドセーラー達に対しても、出艇禁止の日が続く
異例の強風。最終日にようやく風が落ち出艇許可。

が、出艇時ビーチ
で波に巻かれてデス
マスト、セールが
真っ二つ。またもや、
撃沈。

ウィメンズワール
ドがメンズと同時開
催、ウィメンズもス
タンダードリグで行
われていた大会だっ
た。

ヨットをやって学
んだこと、大きな目
で見て、今するべき
ベストなことをする
という考え方。
ヨットの気に入っ

ているところ、た
まーに乗っても風の
おかげでいいとこ
ろ、それこそ、オリンピックメダリストより前を走れた
りする。まだまだ捨てたものではないと、勘違い。これ
があるからやめられません。

社会人になって拠点としていた西宮フリートの移転に
伴い、昔懐かしい柳が崎に移って来て久しい。
最近は、禍もなく、福もなく、湖に浮かぶ機会もめっ

きり減った。また、そろそろとシートを繰り出したい。

とまあ下らない話しで、格調高い、伝統ある BYC の
90 年記念誌に、また、汚点を残すことになってしまった。

禍福は続く・・・・。
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滋賀に来て、びわ湖に始めて訪れた時がヨットとの出
会いであった。

その出会い以来、ヨットを楽しむ日々が続いている。
今の艇庫になる前は、円形をした屋根で覆われた艇庫

で、艇庫の前には管理のおじさんとおばさんがいて、昼
食はおばちゃんが作る焼きそば、お好み焼きを購入した
り、カップラーメンで、お腹を満たしていた。

その艇庫も改修され今の艇庫になり、コンビニエンス
ストアや飲食店が増え昼食は様変わりした。といっても、
焼きそばやカップラーメンを食べることには変わりない
のだが ...

昨年より BYC の会員になり、一段と楽しいヨットラ

BYC 90 周年に寄せて

小松原 賢治

イフが始まった。
春は海津大崎に花見に行き、毎月行われるフリート

レースに一喜一憂し、日本各地の大会や海外まで遠征に
行き、レースと親睦を楽しむ仲間達。

そんな素敵なヨット仲間が集う BYC。
その BYC は多くの思い出が詰まり、今年で 90 周年。
これからもヨット仲間が集う場所であり続ける BYC。
人、艇、艇庫と、日々刻々変わる風に一喜一憂し、歩

み続ける。



90's Anniversary 187               

会員手記

BYC に入会して

鳥居 貴彦

僕がヨットを始めたのは 5 年前、大学の部活動として
でした。地方の大学であったこともあり、のんびりとし
た雰囲気のなかで活動をしてきました。

平日に授業をさぼってハーバーに向かい、ハーバーか
ら直線で 50 キロほどの所にある観光地の砂浜まで延々
とアビームで帆走し、観光客に好奇の眼を向けられたり、
強風のなか中学生用においてあった OP でこっそり出艇
してマストを折りかけたりと、決して真面目なセーラー
とは言い難いヨットとの付き合いをしてきました。

そんな僕がこの春から縁あって BYC の一員にさせて
いただけることとなり、90 周年というとんでもない歴
史と、先輩方の偉大な業績の数々にただただ恐縮してお

ります。
今は、レースや EZ の整備をご一緒させていただき、

これまでの活動とは一味違ったヨットの楽しみ方と、
セーリングの奥深さにわくわくしています。
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ヨットの想い出とＢＹＣ

山本 亮平

私とヨットの出会いは小学生の頃でした。あるきっか
けで父の知り合いがやっていたヨットスクールに行き、
そこで初めて乗ったヨットの楽しさに魅せられて、即
ヨットスクールに入りました。ですが、思えば楽しかっ
たのはその時までだったように思います。そのヨットス
クールのトレーニングは非常にハードだった上に私はス
クールの中では下手な部類でした。更に一緒にヨットを
習っていた他のメンバーとも気が合わなかったため、下
手なことを馬鹿にされ、軽いイジメにも遭っていました。

それでも「負けたままで終われない」という意地で続
けていたのですが、結局 4 年ほどで辞めてしまいました。
ヨットを習ったことで精神力は鍛えられましたし、確か
に得るものも多かったですが、今にして思うと子供の頃
の私は初めてヨットに乗った時に感じた楽しさや爽快感
を忘れていたように思います。

それから十年以上の時間が過ぎ、私はヨットと関わり
の無い時間を過ごしていたのですが、その間も何故か無
性にヨットに乗りたくなる衝動を感じることがありまし
た。私にとってヨットは良い思いでの無いものだったは
ずなのに、何故そうなってしまうのか自分でも不思議に
思ったのですが、私の心はヨットに乗る楽しさを忘れて
いなかったようです。

そんなある日、私が就職した時に新入社員研修でお世
話になった部署の部長さんが琵琶湖ヨットクラブの副会
長の青木さんでした。そして、ちょっとした雑談から私
が昔ヨットをやっており、いつかまたやりたいと考えて
いたということを伝えたところ、是非来なさいと誘って
頂きました。

そして本当に久しぶりにヨットに乗るようになったの
ですが、OP 級しか経験の無い私には分からないことも

多く、乗っていると肉体的、精神的にしんどいことが多
かったです。ですが、楽しいときは本当に楽しいですし、
波や風の刺激が生きていることを実感させてくれます。
青木さんや他の皆さんも親切にしてくれますので、子供
の頃に忘れていたヨットの楽しさを今実感できるという
ことをとても嬉しく思っています。

そんな私も昨年結婚し、実はもうすぐ息子が生まれそ
うです。いつか、私の息子がヨットに乗るようになる日
が来るかもしれませんが、その時はヨットにのる楽しさ
を忘れないようにしてあげるつもりです。あと、まだ私
は下手なので、格好悪いところを見せないようにもう少
し上手くなっておきたいですね。

最後になりますが、琵琶湖ヨットクラブが 90 周年を
迎えますことをお祝い申し上げます。そして、そんな歴
史あるヨットクラブのメンバーとして活動できているこ
とをとても光栄に思います。皆様、今後もよろしくお願
い致します。

BYC CUP にて




